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会 場：東京理科⼤学 森⼾記念館1階

【主催】 知的財産教育研究・専⾨職⼤学院協議会（JAUIP)
【協⼒】 WIPO（世界知的所有権機関）、 IPAJ（⽇本知財学会）、JIPA（⽇本知的財産協会）



開催のご案内開催のご案内

 当協議会は毎年、すべて英語による夏期知的財産連合セミナーを開催しております。これは、わが国の知財系
⼤学院が協⼒して、アジア・新興国の知的財産⾼度専⾨⼈材の育成を推進するために開催するもので、今年
で5回⽬の開催となります。⽇本⼈受講者も参加できます。
学⽣コ スは ⽇本の知財法や知財実務について 主に当協議会のメンバ 校の教員が講義します 加えて 学⽣コースは、⽇本の知財法や知財実務について、主に当協議会のメンバー校の教員が講義します。 加えて、
WIPO、⽇本知財学会、⽇本知的財産協会などの協⼒を得て、多様な先端的なプログラムやグループ討論・
ワークショップなどの受講者参加型のプログラムも実施されます。最終⽇には、特許庁および知的財産⾼等裁
判所の視察ツアーを⾏います。

＜学⽣コースのご案内＞
 期⽇： 2016年8⽉1⽇（⽉）- 8⽉5⽇（⾦）※全⽇程参加要（最終⽇の⾒学は任意）
 会場： 東京理科⼤学・森⼾記念館1階
 費⽤： 3,000円 （セミナー初⽇に受付でお⽀払いください）
 定員： 50名
 ⾔語： 英語（討論および発表も⾏います）
 備考： PPTスライドが利⽤可能なノートPCを持参してください
 資料： 協議会WEBサイトより各⾃ダウンロードしていただきます（ハードコピーによる配布はありません）
 担当： 加藤 浩（⽇本⼤学専⾨職⼤学院教授） 担当： 加藤 浩（⽇本⼤学専⾨職⼤学院教授）



スケジュールスケジュ ル
8月1日（月） 8月2日（火） 8月3日（水） 8月4（木） 8月5日（金）

受講受付
10：00 -

特許法
加藤浩

不正競争防止法
鈴木信也

産学連携と技術移転
高橋真木子

特許庁見学
10：00 - 12：00

午前
9：00 - 10：20 9：00 - 10：20 9：00 - 10：20

ガイダンス
10：30 - 12：00

意匠法
鈴木公明

著作権法
宮武久佳

知的財産制度の国際化
加藤暁子10：30 12：00 鈴木公明

10：40 - 12：00
宮武久佳
10：40 - 12：00

加藤暁子
10：40 - 12：00

昼休み 12：00～13：30 12：00～13：30 12：00～13：30 12：00～13：30 12：00 - 13：30

午後

日本の知的財産政策
について
福田聡
13：30 - 14：30

商標法
服部謙太朗
13：30 – 14：50

国際取引法と知財法
舛井一仁
13：30 - 14：50

知的財産戦略策定
田中義敏
13：30 - 14：50

知財高裁見学
14：00 – 15：30

午後 経済産業省模倣品
対策室の取組紹介
鷹野亨
14：50 - 15：50

IPAJセッション
アジアの知的財産の実
証分析
渡部俊也

特許法と競争法の関係
藤野仁三
15：10 – 16：30

グループワーク
（討論・発表）
受講者全員
16：50 - 18：20

15：10 - 16：30デザインとデザイン
教育
Bill Dresselhaus
16：10 - 17：10

JIPAセッション
アジアとラテンアメリカの
知的財産事情

グループワーク：
標準必須特許の
ライセンス救済

－

デ
知的財産事情
勝沼依久
16：50 - 18：20

ライセンス救済
藤野仁三
16：50 - 18：20

パネルディスカッション
17：30 - 18：20

懇親会 ― ― － －



講義内容（１）講義内容（１）

 ⽇本の知的財産政策について
-知的財産戦略本部と知財推進計画2016について-

⽇本では 内閣総理⼤⾂を本部⻑とする知的財産推進本

 「デザインとデザイン教育」
-⽶国と世界の現状⽐較-

⽶国ではこれまで 美術学校でのデザイン教育が主流であり⽇本では、内閣総理⼤⾂を本部⻑とする知的財産推進本
部において政府全体の知財戦略を毎年策定している。
この講義では、知財本部の概要を紹介すると共に、今年前半
に取りまとめられる予定の「知的財産推進計画2016」につい
てその内容を概説する。

⽶国ではこれまで、美術学校でのデザイン教育が主流であり、
技術者向けのものは傍流とされてきた。しかし、Stanford⼤
学のデザイン⼤学院とデザイン会社IDEOがその魁となって、⼤
きな変換期を迎えている。欧州ではドイツのBauhausがこれま
で美術と技術の融合の牽引役であった。また、アジアでは、⽇

経済産業省模倣品対策室の取組紹介

本がデザイン、美術および技術の統合に取り組んできたが、近
年では中国や韓国でもこの取り組みが進んでいる。この講義で、
デザインとデザイン教育の関係、デザイン教育の歴史、グローバ
ル化などを俯瞰する。

 経済産業省模倣品対策室の取組紹介
- 模倣品・海賊版対策の現状と課題を学ぼう -

経済産業省 模倣品対策室は、政府全体の模倣品・海賊版
対策総合窓⼝として、権利者等からの相談や申⽴に対し、関
係省庁と連携をとりつつ 丁寧かつ迅速な対応に努めている

 パネルディスカッション
「アジア・新興国の知的財産の課題」

⽇本では、近年、知財⽴国を⽬標に、さまざまな知的財産政係省庁と連携をとりつつ、丁寧かつ迅速な対応に努めている。
また、海外政府機関等への働きかけ（対話等による協⼒及
び要請）を⾏うことによって模倣品・海賊版問題への対応にも
努めている。この講義では、当室の近年の模倣品・海賊版に
対する取組及び今後の課題等について紹介する。

策が推進されてきた。アジア・新興国においては、経済成⻑が
進む中、知的財産制度が整備されつつあるが、まだ課題も
残っている。そこで、⽇本とアジア・新興国の知的財産の課題
について、パネリストを中⼼に討論を⾏う。パネリストは、パネル
討論の直前に⾏われる３つの講演の講演者（北村⽒ 鷹野討論の直前に⾏われる３つの講演の講演者（北村⽒、鷹野
⽒、Dresselhaus⽒）などから構成する予定である。



講義内容（１）講義内容（１）

 「特許法」
-⽇本の特許法はどのように産業に寄与しているのか -

⽇本の特許法は 発明を奨励し も て産業の発達に寄与す

 「特許法」
-⽇本の特許法はどのように産業に寄与しているのか -

⽇本の特許法は 発明を奨励し も て産業の発達に寄与す⽇本の特許法は、発明を奨励し、もって産業の発達に寄与す
ることを⽬的としている。本講義では、⽇本の特許法の概要に
ついて説明したうえで、主要国の特許法と⽐較して、⽇本の特
許法の特徴について考察する。また、最近の特許法改正の⽅
向性について説明し ⽇本の特許法が産業の発達に与える

⽇本の特許法は、発明を奨励し、もって産業の発達に寄与す
ることを⽬的としている。本講義では、⽇本の特許法の概要に
ついて説明したうえで、主要国の特許法と⽐較して、⽇本の特
許法の特徴について考察する。また、最近の特許法改正の⽅
向性について説明し ⽇本の特許法が産業の発達に与える向性について説明し、⽇本の特許法が産業の発達に与える

影響について考察する。

 「意匠法」
知的 産戦略 イ プ

向性について説明し、⽇本の特許法が産業の発達に与える
影響について考察する。

 「意匠法」
知的 産戦略 イ プ- 知的財産戦略へのインプリケーション -

知的財産法のうち意匠法の概要を⽰すことにより、審査、登
録を経てプロダクトデザインを保護する法的枠組みに関する基
礎的な知識と、知的財産法体系における意匠法の位置付け
を解説する

- 知的財産戦略へのインプリケーション -
知的財産法のうち意匠法の概要を⽰すことにより、審査、登
録を経てプロダクトデザインを保護する法的枠組みに関する基
礎的な知識と、知的財産法体系における意匠法の位置付け
を解説するを解説する。 を解説する。



講義内容（２）講義内容（２）

 「商標法」
- ブランド保護のための商標活⽤⽅法 -

講義の前半では ⽇本の商標法の概要につき 他の知的財

 ⽇本知的財産セッション
「アジアとラテンアメリカの知的財産事情」

⽇本を始めとしてアジア 南⽶で調味料事業を展開する⾷品講義の前半では、⽇本の商標法の概要につき、他の知的財
産権や諸外国の商標法制度と対⽐しつつ解説します。講義
の後半では、ライセンス契約や模倣品対策において実務上商
標がどのように活⽤されているかについて解説します。⽇本では
2015年4⽉から⾳や⾊彩等の新しい商標の登録が可能とな

⽇本を始めとしてアジア、南⽶で調味料事業を展開する⾷品
会社、味の素株式会社において、契約、商標などの知的財産
権に係わる実務を⾏っている講師による、アジアにおける実務
に即した知的財産戦略の具体例を解説する。
講師はラテンアメリカ（ペルー）に販売マネージャーとして駐在

ります。本講義ではこのような新しい商標が実務にどのような影
響を与えるかについても講義する予定です。

 ⽇本知財学会セッション

経験があり、その時の偽物対策を指揮した実践の体験も交え
てリアルな知的財産権の活⽤の様⼦にも触れて⾏く。

 「不正競争防⽌法」 ⽇本知財学会セッション
「アジアの知的財産の実証分析」

アジアの産業発展における知的財産の役割は⼤きい。知財制
度は、それぞれの国への技術移転や直接投資にも影響する。
著者らは知的財産に関わる実証分析を⾏っているが、東アジ

 「不正競争防⽌法」
-不正競争防⽌法の実務上の対策と判例の紹介-

正競争防⽌法の概論的な講義を⾏い、①所品等表⽰、②
著名表⽰、③商品形態、④営業秘密、⑤技術的制限⼿段、
⑥原産地誤認混同⾏為等を中⼼に、不正競争の⾏為類型、

ア、アセアンにおける知財の制度や運⽤について、データを⽤い
た実証分析を⾏っている。この講義では、アセアン各国の知財
制度が直接投資に与える影響や、中国の知財訴訟などにつ
いて、実証分析の結果を⽰して、アジアの知的財産の役割に
ついて議論を⾏う

不正競争に対する救済制度について解説します。また、不正
競争防⽌法と他の知的財産法との関係と実務上どのように利
⽤されているかについても解説します。具体的なイメージが持て
るように近時の判例の解説を⼗分に取り⼊れたいと思います。

ついて議論を⾏う。



講義内容（３）講義内容（３）

 「著作権法」
- 著作権とイノベーション -

デジタル時代の今⽇ ネットワ クに乗 た情報やコンテンツ

 「特許法と競争法の関係」
- 最新事例の検討 -

企業は開発技術を特許で保護しようとします 同時に 技術デジタル時代の今⽇、ネットワークに乗った情報やコンテンツ、
作品が国境や地域を越えて⾃由に⾏き交う。⽇本の著作権
システムに問題はないだろうか。本講義では、⽇本の著作権シ
ステムの現状と世界における⽇本の課題を考える。特に、著作
権とイノベーションの関係について考察を加えたい。

企業は開発技術を特許で保護しようとします。同時に、技術
成果を標準化して普及させようとします。この傾向は電気通信
（ＩＣＴ）分野で特に顕著です。しかし、ＩＣＴ分野では、
特許の⾏使が競争法違反とされるおそれがあるので、事業の
推進にあたり注意が必要です。好例がスマートフォンを巡る特
許侵害訴訟です。この講義では、なぜ標準必須特許の権利
⾏使によって競争法違反の問題が⽣じるのか、その法理論を
解説します。

 「国際取引法と知財法」
- ⾃社にとって有利な契約交渉術とは何か？
現実に使われている契約書から学ぶ -

国際取引の中でも近年頻繁に⾒られる海外の企業からのソフ

 グループワーク
「標準必須特許のライセンス救済」

電気通信分野では技術規格に不可⽋な特許（SEP）が多
数存在するため、SEPをめぐる裁判が世界中で展開されていま

トウェアのライセンス許諾契約書を⾒て、その内容を学んでいき
ます。講義に⽤いる契約書はアメリカの上場企業の了解を得
て、現実に利⽤されているものを使います。契約の⼀般条項と
ライセンスに特有の条項を概観することを⽬的にしています。
⾃社にとっての有利不利などを検討してみましょう。

す。裁判ではSEPの宣⾔がされた場合、どの程度の特許料な
ら妥当であるかという議論が展開されています。
この講座では、⼩グループに分かれた受講者に、交渉シナリオ
にもとづいたSEPをめぐるライセンス交渉を摸擬体験してもらい
ます なお 交渉シナリオは事前に配布します このグループ⾃社にとっての有利不利などを検討してみましょう。 ます。なお、交渉シナリオは事前に配布します。このグル プ
ワークは、直前の「特許権と競争法の関係」についての講義を
発展させたものです。



講義内容（４）講義内容（４）

 「産学連携と技術移転」
-アカデミアの科学研究をイノベーション創出につなげる

知財マネジメント-

 「知的財産戦略策定」
- あなたは戦略策定のプロセスを御存知ですか？-

知的財産戦略の⽋如ゆえ知的財産権の⼗分な活⽤が図れ知財マネジメント
本⼤学等の研究成果をどう活⽤するかは国際的にも⼤きな課
題となっている。企業と⼤学が良いパートナーシップを組むため
には、研究成果の取り扱い、権利化に関する取り決め、双⽅
に利する研究開発活動の条件設定を⾏うことが⼤切だ 講義

知的財産戦略の⽋如ゆえ知的財産権の⼗分な活⽤が図れ
ていないと⾔われる。企業を取り巻く外部環境及び内部資源
はそれぞれ異なるため、それぞれの企業が独⾃の知的財産戦
略を構築しなければならない。まず、戦略策定のプロセスを踏
まえることが必要である。その上で、知的財産制度及び運⽤をに利する研究開発活動の条件設定を⾏うことが⼤切だ。講義

前半ではケースを⽤いて双⽅の⽴場の違いを理解し、後半は
産学連携推進のための組織、⼈材も含め解説する。

まえることが必要である。その上で、知的財産制度及び運⽤を
踏まえた知的財産分野に特有の戦略要素を加味しなければ
ならない。この講義では、知的財産分野の戦略要素を如何に
して戦略策定のプロセスに融合させ、知的財産戦略を策定し
ていくかを解説する

 「知的財産制度の国際化」
- 普遍的な保護と各国事情との調和 -

知的財産権は、⼀国のみで保護を受けても⼗分ではない、い
わゆる越境的な性格を有する このため 19世紀中頃以降

ていくかを解説する。

 グループワーク・プレゼンテーション
夏期東京知的財産連合セミナーの全体を通して修得した知わゆる越境的な性格を有する。このため、19世紀中頃以降、

国が互いに保護を約束し合う条約が盛んに締結されてきた。
講義の前半では、条約体制の形成の契機や全体像を説明す
る。講義の後半では、TPPに⾄る最近の⾃由貿易協定

や経済連携協定 ど 特徴を持

夏期東京知的財産連合セミナ の全体を通して修得した知
⾒などに基づいて、与えられたテーマについてセミナー開催期間
中に各グループで発表資料を作成し、最終⽇にグループごとに、
グループ発表・討論を⾏う。テーマおよびグループの構成メン
バ については 初⽇のガイダンスの際に詳細に説明する(FTA)や経済連携協定(EPA)はどのような特徴を持っている

か、各国にどのような影響を与えているかを検討する。
バーについては、初⽇のガイダンスの際に詳細に説明する。
講師より講評を⾏うとともに優秀グループを表彰する。



施設⾒学施設⾒学

 「特許庁⾒学」
－ 特許庁の現状と課題を⾒聞しよう！－

 「知財⾼裁⾒学」
－ 知財⾼裁の現状と課題を⾒聞しよう！－

特許庁は、特許、実⽤新案、意匠、商標に関する審査・審
判に関する業務を担当する官庁であり、最近では、知的財産
制度の普及活動などを含め、広く知的財産⾏政を担当してい
る。このコースでは、特許庁を実際に訪問し、審判廷などの⾒
学のほか 審査室において審査官から直接 お話を頂くことを

知的財産⾼等裁判所（知財⾼裁）は、知的財産権に関す
る訴訟を専⾨に担当する裁判所として、2005年4⽉に設置さ
れ、知的財産権に係る紛争の解決に貢献している。このコース
では、知財⾼裁を実際に訪問し、法廷⾒学や知財⾼裁所⻑
などからお話を頂くことを予定しており 最近の知的財産訴訟学のほか、審査室において審査官から直接、お話を頂くことを

予定しており、最近の知的財産⾏政の現状を把握し、今後の
課題について認識を深めることを狙いとする。

などからお話を頂くことを予定しており、最近の知的財産訴訟
の現状を把握し、今後の課題について認識を深めることを狙い
とする。



講師プロフィール（１）講師プロフィ ル（１）

福⽥ 聡

内閣府 知的財産戦略推進事務局
参事官補佐

Bill Dresselhaus

弘益⼤学招聘教授

社 前⾝
特許庁審査官・審判官、経済産業省経済産業
政策局知的財産政策室、在ジュネーブ国際機関
⽇本政府代表部等を経て、2016年４⽉より現
職

Apple Computer社でMacの前⾝であるApple 
Lisaのデザイン担当、InFocus Systemsでのデ
ザイン部⾨の責任者を経て、現在、韓国ソウル市
にある弘益⼤学でデザイン担当招聘教授として、
創造的デザイン及びデザインマネジメントの講座を
担当 デザイン教育のコンサルタント会社代表

鷹野 亨

経済産業省製造産業局模倣品対策室
専⾨官・弁護⼠

担当。デザイン教育のコンサルタント会社代表。
⼯学修⼠および⼯業デザイン教育修⼠

専⾨官 弁護⼠

エンデバー法律事務所を経て、2015年7⽉より
経済産業省製造産業局模倣品対策室

鈴⽊公明

東京理科⼤学⼤学院イノベーション研究科
知的財産戦略専攻教授（弁理⼠）

加藤 浩

⽇本⼤学⼤学院知的財産研究科教授
（弁理⼠/⼯学博⼠）

特許庁 制度改正審議室、特許・実⽤新案審査、
意匠審査、意匠制度企画室等を歴任

前職：特許庁審査官・審判官
政策研究⼤学院⼤学助教授



講師プロフィール（２）講師プロフィ ル（２）

渡部俊也

東京⼤学政策ビジョン研究センター教授
（兼）技術経営戦略学専攻教授
東京⼤学産学連携本部⻑

服部謙太朗

弁護⼠・弁理⼠
⽵⽥・⻑⾕川法律事務所パートナー

東京⼤学産学連携本部⻑
⽇本知財学会(IPAJ)会⻑・理事
内閣官房知的財産戦略専⾨調査会副会⻑
等を歴任

勝沼依久

味の素株式会社知的財産部
契約・商標グループ⻑

宮武久佳

1987年 味の素株式会社⼊社
1998-2002年 ペルー味の素

鈴⽊信也

株式会社沖データ 知的財産室
ニューヨーク州弁護⼠、⽇本国弁理⼠
⽶国ジョージワシントン⼤学ロースクール修了

宮武久佳

東京理科⼤学⼤学院イノベーション研究科教授
⽇本⾳楽著作権協会（JASRAC）理事
元横浜国⽴⼤学教授、元共同通信者記者、
ハ バ ド⼤学ニ マンフ ロ （ジ ナリズム研⽶国ジョ ジワシントン⼤学ロ スク ル修了

（知的財産修⼠）
2013年度フルブライト奨学⾦奨学⽣

ハーバード⼤学ニーマンフェロー（ジャーナリズム研
究員）、元2002年FIFAワールドカップ⽇本組
織委員会報道部⻑



講師プロフィール（３）講師プロフィ ル（３）

⾇井⼀仁

芝綜合法律事務所 弁護⼠、アースタックス
グループ 取締役、北⾒⼯業⼤学 客員教授、

⾼橋真⽊⼦

⾦沢⼯業⼤学イノベーションマネジメント研究科 教授
経済産業省産業構造審議会 研究開発・イノベーショグル プ 取締役、北⾒⼯業⼤学 客員教授、

岡⼭⼤学 客員教授、国⼠舘⼤学 総合知的財
産法学研究科（⼤学院）⾮常勤講師、
Allen Systems Group Inc. ⽇本代表 、
⽇本ブロードビジョン株式会社 代表取締役 、
AMEC ASIA株式会社 代表取締役

経済産業省産業構造審議会 研究開発 イノベ ショ
ン⼩委員会委員、リサーチ・アドミニストレーター協議会
副会⻑

加藤暁⼦

⽇本⼤学⼤学院知的財産研究科准教授
（学術博⼠）
前職 関東学園⼤学法学部 経済学部教授

AMEC ASIA株式会社 代表取締役 、
コースタルジャパン株式会社 代表取締役

⽥中義敏

前職：関東学園⼤学法学部・経済学部教授、
(⼀財)知的財産研究所 研究員

藤野仁三 ⽥中義敏

東京⼯業⼤学⼤学院イノベーションマネジメント研究
科教授
弁理⼠登録、⽇本知財学会、研究技術計画学会、



藤野仁三

東京理科⼤学イノベーション研究科
知的財産戦略専攻嘱託教授
東京⼤学情報理⼯系研究科⾮常勤講師、

⽇本MOT学会、AIPPI等会員⽇本知財学会会員、⽐較法学会会員
IP Management Experts Network
メンバー



受講⽣の声受講⽣の声

 「 台湾、⼤学院⽣」  「中国、⼤学院⽣」

私は、⽇本の知的財産法について、⾮常に多くの知
識を学びました。このセミナーは、⾮常に有益であり、
また、印象的でした。また、知的財産教育研究・⼤
学院協議会 ⽇本知的財産協会および各⼤学が

私は、本セミナーに参加して、各⼤学院の先⽣の知
財に関する講義を英語で楽しく聴くことができ、また、
他の国の学⽣と⼀緒に勉強することができて、とても
新鮮な⼀週間を過ごしました 知財の知識と英語を学院協議会、⽇本知的財産協会および各⼤学が、

知的財産分野における影響およびネットワークを積極
的に強化していることを知り、感銘を受けました。

新鮮な 週間を過ごしました。知財の知識と英語を
レベルアップさせて、次回、また参加したいと思います。

 「マレーシア、公務員」  「フィリピン、公務員」

このセミナーは、⼤成功たったと思います。セミナーは、
知的財産についてすべての重要なトピックスをカバーさ
れていて、それは知財専⾨家のために、更に、学⽣の
ためにと も有益 た セミナ に参加 た と

このセミナーでは、⽇本の⼤学の先⽣⽅の考え⽅を
広く学ぶことができて、とても良い経験になりました。
また、企業の経営や知財戦略について知ることができ、
⼤変良い勉強になりました 是⾮ いろいろな⼈にこためにとても有益でした。このセミナーに参加したことの

成果は、⾮常に⼤きかったと思います。
⼤変良い勉強になりました。是⾮、いろいろな⼈にこ
のセミナーを紹介したいと思います。



会場アクセス（森⼾記念館）会場アクセス（森⼾記念館）

東京理科⼤学 森⼾記念館
（東京都新宿区神楽坂4-2-2）
http://www.sut.ac.jp/info/access/kag
camp.html

JR総武線 飯⽥橋駅 ⻄⼝ 徒歩8分
地下鉄有楽町線、東⻄線、南北線、
⼤江⼾線 飯⽥橋駅 B3出⼝ 徒歩5分

神楽坂（早稲⽥通り）にある毘沙⾨天の 神楽坂下交差点

向かい側の路地を⼊ってください。
つきあたりが森⼾記念館です。

JR飯田橋駅



アクセス（知的財産⾼等裁判所・特許庁）アクセス（知的財産⾼等裁判所 特許庁）

知的財産⾼等裁判所
（東京都千代⽥区霞が関1-1-4 

裁判所合同庁舎17階）
http:www ip courts go jp/info/access/index htmlhttp:www.ip.courts.go.jp/info/access/index.html

地下鉄有楽町線 桜⽥⾨駅 徒歩3分
地下鉄丸ノ内線、⽇⽐⾕線、千代⽥線
霞が関駅 徒歩2分（地上へのエレベーターあり）霞が関駅 徒歩2分（地上へのエレベ タ あり）

特許庁

知財高裁

特許庁
（東京都千代⽥区霞が関3丁⽬4番3号）
http:www.jpo.go.jp/cgi/link.cgi?url=/shoukai/sos
hiki/tizu.htm

地下鉄 霞が関駅 A13出⼝ 徒歩7分地下鉄 霞が関駅 A13出⼝ 徒歩7分
地下鉄 国会議事堂前駅 3番出⼝ 徒歩5分
地下鉄 ⻁ノ⾨駅 5番出⼝ 徒歩4分
地下鉄 溜池⼭王駅 8番出⼝ 徒歩5分 特許庁



お問い合わせお問い合わせ

 知的財産教育研究・専⾨職⼤学院協議会
Japan Association of Universities for    
Intellectual Property Education and 
Research (JAUIP)Research (JAUIP)

 お問い合わせ
知的財産教育 研究専⾨職⼤学院協議会事務局知的財産教育・研究専⾨職⼤学院協議会事務局
東京都千代⽥区飯⽥橋4-25-1-12
セントラルプラザ2階
東京理科⼤学知的財産戦略専攻内
TEL:03-5225-6338

 セミナーに関するお問い合わせ(E-Mail)
summer-seminar@jauip.org

 ⼀般的なお問い合わせ(E Mail) ⼀般的なお問い合わせ(E-Mail)
office@jauip.org


